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―
―
日
本
は
「
失
わ
れ
た
二
〇
年
」
と
呼
ば
れ
る

長
期
停
滞
に
苦
し
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

二
〇
一
二
年
十
二
月
に
安
倍
政
権
が
誕
生
し
、
長

引
く
経
済
停
滞
に
よ
る
閉
塞
感
打
開
へ
の
チ
ャ
ン

ス
を
つ
か
み
ま
し
た
。
二
〇
一
四
年
末
に
行
わ
れ

た
総
選
挙
で
、
安
倍
総
理
は
、
政
権
基
盤
を
固
め
、

い
よ
い
よ
、
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
第
二
ス
テ
ー
ジ
が
始
動
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
会
長
は
二
〇
三
〇
年
の
あ

る
べ
き
日
本
を
見
据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
「『
豊
か
で

活
力
あ
る
日
本
』
の
再
生
―
―In

n
o
v
a
tio
n
&

G
lo
b
a
liza
tio
n

」
を
二
〇
一
五
年
一
月
一
日
に

取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
日
本
の
現
状
に
つ

い
て
、
会
長
の
ご
認
識
を
伺
え
ま
す
か
。

榊
原

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
が
、
長
引
く
デ
フ
レ
の
影
響
で
国
民
各
層
に

縮
み
思
考
が
ま
だ
抜
け
切
ら
な
い
よ
う
に
思
え
ま

す
。
今
の
日
本
に
欠
け
て
い
る
の
は
、
危
機
感
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
改
革
が
進

ま
な
い
ケ
ー
ス
、
い
わ
ば
、
Ｂ
Ａ
Ｕ（B

usiness

A
s
U
sual

）の
ケ
ー
ス
を
試
算
し
て
み
ま
し
た
。

試
算
が
描
く
二
〇
三
〇
年
の
日
本
の
姿
は
、
惨
憺

た
る
も
の
で
す
。
実
質
成
長
率
は
辛
う
じ
て
プ
ラ

ス
と
な
る
も
の
の
一
％
未
満
に
と
ど
ま
り
、
わ
が

国
の
財
政
は
破
綻
の
道
を
た
ど
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
日
本
に
絶
対
し
て
は
い
け
な
い
。
ま
ず
は
こ

う
し
た
危
機
感
を
国
民
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
政
府
が
、

企
業
が
、
そ
し
て
国
民
が
と
も
に
手
を
携
え
、
協

働
し
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
日
本
再
興
に
取
り
組

み
、
経
済
・
社
会
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
取
り
戻
し

て
い
く
べ
き
で
す
。

―
―
今
回
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
ね
ら
い
、
特
徴
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

榊
原

端
的
に
申
し
あ
げ
れ
ば
、
日
本
の
歩
む
べ

き
道
筋
を
明
確
に
示
す
と
い
う
の
が
、
こ
の
ビ
ジ

ョ
ン
の
ね
ら
い
で
す
。
会
長
就
任
時
に
も
申
し
あ

げ
ま
し
た
が
、
未
来
を
切
り
拓
く
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
」
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
、
二

〇
三
〇
年
を
展
望
し
、
政
府
、
企
業
、
経
団
連
、

国
民
が
、
重
要
な
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
で
あ
る
二
〇

二
〇
年
ま
で
に
や
り
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
具
体
的
に
書
き
込
み

ま
し
た
。

―
―
ビ
ジ
ョ
ン
で
示
さ
れ
た
国
家
像
の
概
略
を
ご

説
明
い
た
だ
け
ま
す
か
。

榊
原

ど
の
よ
う
な
国
家
像
を
描
く
か
。
副
会
長
、

審
議
員
会
議
長
、
副
議
長
を
は
じ
め
、
経
団
連
首

脳
の
皆
さ
ん
と
か
な
り
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
目
指
す
べ
き
国
家

像
を
四
つ
に
集
約
し
て
い
ま
す
。

第
一
は
「
豊
か
で
活
力
あ
る
国
民
生
活
を
実
現

す
る
」
で
す
。
具
体
的
に
は
、
�
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
Ｇ
Ｎ

Ｉ
と
も
に
名
目
三
％
、
実
質
二
％
程
度
で
持
続
的

に
成
長
し
て
い
く
社
会
、
�
国
民
生
活
を
大
き
く

変
革
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
次
々
と
湧
き
起
こ

る
社
会
、
�
若
者
・
女
性
・
高
齢
者
が
自
ら
の
能

力
を
最
大
限
発
揮
し
活
躍
で
き
る
労
働
市
場
が
整

備
さ
れ
た
社
会
な
ど
で
す
。

第
二
は
「
人
口
一
億
人
を
維
持
し
、
魅
力
あ
る

都
市
・
地
域
を
形
成
す
る
」
で
す
。
具
体
的
に
は
、

�
五
〇
年
後
も
人
口
一
億
人
を
維
持
で
き
る
社
会
、

�
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
可
能
と
す
る
社
会
、

�
地
方
創
生
が
実
現
す
る
社
会
な
ど
で
す
。

第
三
は
「
成
長
国
家
と
し
て
の
強
い
基
盤
を
確

立
す
る
」
で
す
。
具
体
的
に
は
、
�
事
業
環
境
の

国
際
的
な
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
実
現
す
る

社
会
、
�
財
政
、
社
会
保
障
の
持
続
可
能
性
を
確

保
し
た
社
会
、
�
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
、
イ
ノ
ベ
ー

榊
原
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

会
長榊

原
定
征

経
団
連
ビ
ジ
ョ
ン

「
豊
か
で
活
力
あ
る
日
本
」の
再
生



榊原会長インタビュー

62015・22015・27

シ
ョ
ン
人
材
を
多
数
輩
出
で
き
る
社
会
な
ど
で
す
。

第
四
は
「
地
球
規
模
の
課
題
を
解
決
し
世
界
の

繁
栄
に
貢
献
す
る
」
で
す
。
具
体
的
に
は
、
日
本

の
持
つ
経
験
、
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
通
じ
て
、
�

環
境
・
資
源
・
水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
�
防
災
・
減

災
、
�
健
康
・
医
療
、
�
絶
対
的
貧
困
、
飢
餓
・

疫
病
と
い
っ
た
地
球
規
模
の
諸
課
題
解
決
に
貢
献

し
て
い
く
国
の
姿
を
描
き
ま
し
た
。

―
―
今
、
お
っ
し
ゃ
っ
た
国
家
像
を
実
現
す
る
た

め
に
重
要
な
課
題
は
何
で
し
ょ
う
か
。

榊
原

特
別
課
題
と
い
う
か
、
総
合
的
な
課
題
と

し
て
三
つ
挙
げ
ま
し
た
。
第
一
は
、
震
災
復
興
の

加
速
化
と
新
し
い
東
北
の
実
現
で
す
。
昨
年
七
月
、

会
長
就
任
後
で
き
る
だ
け
早
く
東
北
に
行
き
、
復

興
の
現
状
を
見
た
い
と
思
い
、
宮
城
県
の
女
川
原

発
、
石
巻
を
視
察
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
末
に

は
福
島
第
一
原
発
を
訪
問
し
ま
し
た
。

被
災
地
の
現
場
で
は
、
多
く
の
困
難
に
も
か
か

わ
ら
ず
、関
係
者
が
復
興
に
向
け
て
努
力
さ
れ
、着

実
に
成
果
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
大
変
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。一
方
で
、早
期
復
興
に

向
け
た
課
題
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、原
発
事
故
災
害
の
克
服
に
向
け

た
息
の
長
い
取
り
組
み
も
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

経
団
連
と
し
て
も
、
地
域
の
自
ら
立

た
ん
と
す
る
取
り
組
み
へ
の
支
援
を
中

核
と
し
て
、
官
民
一
体
で
復
興
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
二
は
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
で

す
。
半
世
紀
ぶ
り
、
二
度
目
と
な
る
東

京
大
会
開
催
の
決
定
は
、
日
本
中
に
明

る
さ
と
希
望
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
遂
げ
た
日
本
の
姿

を
世
界
に
示
す
絶
好
の
機
会
と
も
な
り
ま
す
。

経
済
界
と
し
て
も
、
大
会
開
催
成
功
は
も
と
よ

り
、
レ
ガ
シ
ー（
遺
産
）形
成
に
向
け
て
、
資
金
面

の
協
力
を
含
め
た
貢
献
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

第
三
は
時
代
を
け
ん
引
す
る
新
た
な
基
幹
産
業

の
育
成
で
す
。
わ
が
国
の
国
民
生
活
を
支
え
る
食

料
、
資
源
、
燃
料
等
の
輸
入
は
、
国
際
競
争
力
の

あ
る
基
幹
産
業
の
輸
出
で
稼
ぎ
出
し
た
外
貨
で
賄

っ
て
い
る
の
が
現
在
の
日
本
の
姿
で
す
。
そ
の
外

貨
を
稼
ぐ
基
幹
産
業
は
、
繊
維
か
ら
鉄
鋼
、
半
導

体
、
電
機
・
機
械
、
自
動
車
へ
と
時
代
と
と
も
に

変
遷
し
て
き
ま
し
た
。
持
続
的
成
長
の
た
め
に
は
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
、
成
長
を
促
進
す
る
次
世
代
の
基
幹
産
業

を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
急
が
れ
ま
す
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
み
ず
ほ
銀
行
産
業
調
査
部
の
協
力

を
得
て
、
�
Ｉ
ｏ
Ｔ（Internet

of
T
hings

）、

�
人
工
知
能
・
ロ
ボ
ッ
ト
、
�
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
、

�
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
�
海
洋
資
源
開
発
、

�
航
空
・
宇
宙
と
い
っ
た
分
野
の
未
来
像
を
探
り

ま
し
た
。
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
こ
れ
ら
分
野
で
お
よ

そ
一
〇
〇
兆
円
規
模
の
付
加
価
値
を
創

出
す
る
と
試
算
し
ま
し
た
。

―
―
会
長
ご
自
身
、
炭
素
繊
維
の
開
発

な
ど
に
取
り
組
ま
れ
た
ご
経
験
を
踏
ま

え
、
日
本
は
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
進
め
て
い

く
べ
き
と
お
考
え
で
す
か
。

榊
原

資
源
に
乏
し
く
少
子
高
齢
化
が

進
む
わ
が
国
で
は
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
成
長
の
た
め
の
生
命
線
と

な
り
ま
す
。
炭
素
繊
維
は
一
九
六
〇
年

代
か
ら
研
究
開
発
に
取
り
組
み
、
約
四

〇
年
か
け
て
花
開
い
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
代
表
例
の
一
つ
で
す
。
今
後
も
世

界
最
高
水
準
の
科
学
技
術
を
磨
き
上
げ

て
、
他
国
の
追
随
を
許
さ
な
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
化
に
つ
な
げ
て
い
く
着
実
な
努
力
が
求
め

ら
れ
ま
す
。そ
こ
で
、先
ほ
ど
申
し
あ
げ
た
六
分
野

な
ど
を「
未
来
創
造
型
技
術
」と
位
置
付
け
た
う
え

で
、
新
た
な
事
業
や
産
業
を
創
造
し
て
い
き
た
い
。

民
主
導
で
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し

て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
、
私
の
考
え
で
す
。

一
方
、
政
府
は
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ナ
シ
ョ

ナ
ル
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、「
橋
渡
し
」
機
能
を
担
う
べ
き
公
的
研

究
機
関
を
改
革
し
て
抜
本
的
に
強
化
し
、
産
学
官

の
英
知
を
有
機
的
に
つ
な
げ
、
国
全
体
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
創
出
力
を
強
化
し
て
い
こ
う
と
す
る
構

想
で
あ
り
、
早
期
実
現
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

厳
し
い
国
際
競
争
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
は
、
政
府

研
究
開
発
投
資
も
世
界
最
高
水
準
に
高
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
第
四
期
科
学
技
術
基
本
計
画
に
も

あ
る
政
府
研
究
開
発
投
資
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
一
％
目

標
を
何
と
し
て
も
達
成
し
、
大
学
改
革
、
研
究
開

発
法
人
改
革
、
産
学
官
連
携
の
強
化
、
新
し
い
ク 女川町のまちづくりについて説明を聞く榊原会長（２０１４年７月８日）

被災地応援マルシェであいさつする榊原会長（２０１４年１０月３日）
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ラ
ス
タ
ー
政
策
の
推
進
な
ど
総
合
的
な
研
究
開
発

体
制
の
革
新
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

―
―
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
化
も
大
き

な
課
題
で
す
。成
長
が
加
速
し
て
い
る
国
・
地
域
の

活
力
を
取
り
込
む
こ
と
は
、
日
本
の
成
長
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
打
ち

出
し
、
展
開
し
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

榊
原

諸
外
国
・
地
域
と
の
比
較
で
見
て
、
日
本

の
通
商
政
策
は
後
れ
を
取
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

そ
の
国
の
貿
易
額
全
体
に
占
め
る
Ｆ
Ｔ
Ａ（
自
由

貿
易
協
定
）締
結
国
と
の
間
で
の
貿
易
額
の
比
率
、

す
な
わ
ち
Ｆ
Ｔ
Ａ
カ
バ
ー
率
を
見
れ
ば
、
二
〇
一

三
年
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
日
本
は
一
八
・
二
％

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
中
国
は
二
七
・
一
％
、
韓

国
は
三
六
・
〇
％
、
米
国
は
三
九
・
八
％
、
Ｅ
Ｕ

は
二
八
・
四
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環

太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ（
東
ア
ジ
ア

地
域
包
括
的
経
済
連
携
）、
日
Ｅ
Ｕ
Ｅ
Ｐ
Ａ（
経

済
連
携
協
定
）の
三
つ
の
メ
ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ
／
Ｅ
Ｐ
Ａ

に
参
加
す
る
日
本
の
眼
前
に
は
、
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
約
八
割
、
人
口
の
六
割
強
を
カ
バ
ー
す
る
自
由

貿
易
圏
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
こ
れ
ら
の

早
期
妥
結
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
二
〇
二
〇
年
ま

で
に
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
を
核
と
す
る
Ｆ
Ｔ

Ａ
Ａ
Ｐ（
ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由
貿
易
圏
）を
構
築
し

て
い
く
必
要
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

官
民
連
携
に
よ
る
日
本
の
優
れ
た
技
術
・
イ
ン

フ
ラ
の
海
外
展
開
を
、
よ
り
一
層
強
力
に
推
し
進

め
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
私
は
、
昨
年
七
月

か
ら
八
月
に
か
け
て
、
安
倍
総
理
の
中
南
米
歴
訪

に
同
行
し
、
五
カ
国
の
政
府
・
経
済
団
体
と
交
流

す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
経
団
連
と
し
て
は
、
引

き
続
き
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
経
済
外
交
を
積
極

的
に
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

加
え
て
日
本
企
業
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮

し
、
経
済
・
貿
易
の
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
に
積
極

的
に
関
与
し
て
い
く
こ
と
や
、
日
本
発
の
国
際
標

準
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
取
り
組
み
で

す
。
同
時
に
内
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
す
な
わ
ち
、

日
本
へ
海
外
企
業
か
ら
の
直
接
投
資
を
呼
び
込
む

こ
と
に
も
注
力
す
べ
き
で
す
。

―
―
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
を
け
ん
引
す
る
と
と
も
に
、
経
済
の
付
加
価
値

を
向
上
さ
せ
る
役
割
を
果
た
す
の
が
企
業
活
動
で

す
。
国
内
に
お
い
て
、
企
業
が
活
動
し
や
す
い
事

業
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
急
が
れ
る
施
策
に
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

榊
原

ま
ず
は
法
人
税
改
革
で
す
。
二
〇
一
五
年

度
か
ら
引
き
下
げ
を
開
始
し
、
三
年
を
目
途
に
二

〇
％
台
に
す
る
。
最
終
的
に
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国

や
競
合
す
る
ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
並
み
の
二
五
％
へ

と
引
き
下
げ
る
べ
き
で
す
。
ま
た
、
研
究
開
発
税

制
な
ど
日
本
の
国
際
競
争
力
の
根
幹
に
か
か
わ
る

税
制
の
拡
充
・
恒
久
化
も
実
現
す
る
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
。

同
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
経
済
性
あ
る
価
格
で
安
定

的
に
供
給
さ
れ
な
け
れ
ば
、
国
民
生
活
や
経
済
活

動
の
基
盤
が
揺
ら
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
安
全
性

（Safety

）の
確
保
を
大
前
提
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障（
安
定
供
給
）（E
nergy

Security

）、
経

済
性（E

conom
y

）、
環
境
適
合
性（E

nviron-

m
ent

）の
Ｓ
＋
３
Ｅ
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
最
適

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
策
定
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
安
全
性
の
確
保
と
地

元
の
理
解
を
大
前
提
に
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働

を
進
め
る
と
と
も
に
、
原
子
力
を
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド

電
源
と
し
て
活
用
で
き
る
環
境
の
整
備
、
化
石
燃

料
利
用
の
高
効
率
化
・
低
炭
素
化
な
ど
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
結
果
を
出
し

て
い
く
べ
き
で
す
。

―
―
国
民
誰
し
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
構

築
す
る
た
め
、
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
や
少
子

化
対
策
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

榊
原

ビ
ジ
ョ
ン
の
�
章
で
触
れ
ま
し
た
が
、
重

要
な
点
は
、
国
民
が
自
ら
の
権
利
や
義
務
を
し
っ

か
り
と
認
識
し
て
「
自
主
」「
自
立
」「
自
己
責

任
」
の
原
則
の
も
と
に
行
動
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

社
会
保
障
制
度
を
持
続
可
能
な
も
の
と
し
て
い

く
た
め
に
は
、
当
然
な
が
ら
一
定
の
給
付
抑
制
は

避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。医
療
・
介
護
分
野
で
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
給
付
を
適
正
化
す

る
、
消
費
税
に
よ
る
安
定
財
源
の
確
保
を
一
層
拡

充
す
る
、
さ
ら
に
は
、
国
民
の
自
助
努
力
を
促
す
。

こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
財
政
健
全
化
の
道
筋
も
明
確

に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。ち
な
み
に
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
二
〇
三
〇
年
度
時
点
の
社
会
保
障
給
付
費

は
一
四
〇
兆
円
を
下
回
る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

五
〇
年
後
に
一
億
人
の
安
定
し
た
人
口
構
造
を

維
持
で
き
る
社
会
構
造
を
構
築
す
る
た
め
、
少
子

化
の
克
服
は
待
っ
た
な
し
で
す
。
高
齢
者
へ
の
給

付
の
一
部
は
子
育
て
世
帯
の
支
援
に
回
し
、
出
生

率
の
回
復
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
現
在
一
％
程
度

の
家
族
関
係
社
会
支
出
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
、
二
〇

三
〇
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
並
み
の

三
％
台
に
引
き
上
げ
て
い
く
べ
き
で
す
。

―
―
女
性
の
活
躍
推
進
に
つ
い
て
、
会
長
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

榊
原

企
業
の
経
営
環
境
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
展
と
少
子
高
齢
化
で
大
き
く
変
わ
る
な
か
、
企

業
の
競
争
力
向
上
と
経
済
の
持
続
的
成
長
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
女
性
、
高
齢
者
、
外
国
人
な
ど

人
材
の
多
様
性
を
推
進
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
女
性
の
活
躍
推
進
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
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な
施
策
に
よ
り
継
続
就
業
が
進
み
、
い
わ
ゆ
る

「
Ｍ
字
カ
ー
ブ
」
と
い
わ
れ
る
状
況
は
改
善
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
管
理
職
へ
の
登
用
は
、

海
外
に
比
べ
て
大
き
く
遅
れ
て
い
ま
す
。
女
性
が

「
働
き
や
す
く
」ま
た
、「
働
き
が
い
」の
あ
る
環
境

を
官
民
挙
げ
て
整
備
し
、
女
性
の
能
力
を
十
分
に

引
き
出
し
て
い
く
社
会
を
構
築
す
べ
き
で
す
。

経
団
連
で
は
、
二
〇
一
四
年
末
に
女
性
の

活
躍
推
進
に
向
け
た
自
主
行
動
計
画
を
策

定
・
公
表
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
こ
の
計
画

の
着
実
な
実
行
を
会
員
企
業
に
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
二
〇
三

〇
年
に
は
、
企
業
の
指
導
的
地
位
に
女
性
が

占
め
る
割
合
が
三
〇
％
を
超
え
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
地
方
創
生
も
重
要
な
政
策
課
題
で
す
。

榊
原

地
方
創
生
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
特

徴
を
活
か
し
た
都
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
進

め
、
集
積
効
果
に
よ
る
市
場
の
効
率
化
、
産

業
の
新
陳
代
謝
を
促
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
体
制
を
効
率
化
す
る
う
え
で
も
、
コ
ン

パ
ク
ト
化
は
必
須
の
取
り
組
み
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
中
核
都
市
と
周
辺
地
域
間
の
各
種
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
に
よ
る
地
域
の
成
長
力
向
上
も
重

要
な
論
点
で
す
。
各
自
治
体
が
自
主
性
を
発
揮
す

る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
活
動
に
対
す
る

規
制
や
制
度
が
緩
和
さ
れ
れ
ば
、
企
業
が
地
方
拠

点
の
強
化
も
含
め
て
、
地
域
へ
の
展
開
の
あ
り
方

を
見
直
す
機
会
も
増
加
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
二
〇
三
〇
年
を
展
望
す
れ
ば
、
農
業
や

観
光
な
ど
の
特
定
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
安
定
的

な
需
要
の
獲
得
が
可
能
な
、
国
際
競
争
力
を
有
す

る
多
層
的
な
産
業
構
造
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

―
―
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
重
ね
、
日
本
再
興
を
果

た
し
た
先
に
ど
の
よ
う
な
社
会
や
経
済
の
姿
が
描

け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

榊
原

ビ
ジ
ョ
ン
が
描
く
四
つ
の
国
家
像
を
目
指

す
な
か
、
が
ん
ば
っ
た
者
が
報
わ
れ
る
社
会
を
築

く
こ
と
で
、
日
本
を
「
若
者
が
日
本
国
民
で
あ
る

こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
発
揮

し
、
希
望
あ
る
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
け
る
国
」

「
世
界
か
ら
信
頼
さ
れ
、
尊
敬
さ
れ
る
国
」
に
し

て
い
き
た
い
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
掲
げ
た
課
題
を
確
実
に
実
行

し
た
時
の
マ
ク
ロ
経
済
の
姿
を
試
算
す
る
と
、
二

〇
三
〇
年
度
時
点
で
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
規
模
は
八
〇

〇
兆
円
超
、
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
約
七
〇
〇
万

円
ま
で
拡
大
し
ま
す
。
財
政
健
全
化
も
進
み
、
財

政
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
二
〇
二
〇
年
度

に
黒
字
化
し
、
国
・
地
方
を
合
わ
せ
た
長
期
債
務

残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
、
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
二
〇

三
〇
年
度
に
か
け
て
一
八
〇
％
超
か
ら
一
四
〇
％

程
度
へ
と
緩
や
か
に
低
下
し
ま
す
。

一
方
、
二
〇
三
〇
年
時
点
の
想
定
す
る
産
業
構

造
で
す
が
、
医
療
・
健
康
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
観
光
、

農
業
・
食
、
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
、
重
要
イ
ン
フ

ラ
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
既
存
産

業
で
、
二
〇
一
三
年
度
対
比
で
お
よ
そ
一
一
〇
兆

円
、
ま
た
、
先
に
申
し
あ
げ
た
六
分
野
の
新
産
業

で
お
よ
そ
一
〇
〇
兆
円
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
付
加

価
値
を
創
造
で
き
る
と
の
試
算
結
果
を
得
ま
し
た
。

―
―
最
後
に
榊
原
経
団
連
の
今
後
の
抱
負
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

榊
原

日
本
経
済
は
、
長
引
く
デ
フ
レ
に
よ
る
縮

小
均
衡
か
ら
脱
却
で
き
る
か
否
か
の
正
念
場
に
あ

り
ま
す
。
現
状
に
安
住
し
、
不
作
為
を
続
け
、
改

革
を
先
送
り
に
す
れ
ば
、
日
本
に
未
来
は
な
く
、

わ
れ
わ
れ
は
、
後
世
の
歴
史
家
か
ら
厳
し
い
指
弾

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
日
本
に
絶
対
し
て
は
な
ら
な
い
。

ま
ず
は
こ
う
し
た
危
機
感
を
国
全
体
で
共
有
し
、

旧
来
の
制
度
や
慣
行
と
、
そ
の
根
底
に
あ
る
国
民

的
な
意
識
や
社
会
的
な
通
念
を
イ
ノ
ベ
ー
ト
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

成
熟
し
た
社
会
の
改
革
に
は
多
大
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
記
し

た
一
つ
一
つ
の
課
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
過
程
に

あ
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
痛
み
や
社
会
的
な
摩
擦

を
伴
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
痛
み
や
摩
擦
を
厭

わ
な
い
勇
気
と
挑
戦
す
る
行
動
力
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

経
団
連
は
、「
豊
か
で
活
力
あ
る
日
本
」
の
再

生
に
向
け
て
、
今
回
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
描
い
た
経
済

社
会
の
姿
が
実
現
す
る
よ
う
、
積
極
果
敢
に
行
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
わ
れ
わ
れ
の
活
動
を
、
会
員
の
皆
様

は
も
と
よ
り
、
国
民
の
皆
様
に
も
ぜ
ひ
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
本

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

経団連ビジョンを安倍総理に手交する榊原会長（２０１５年１月１３日）

経団連・全経聯首脳懇談会にて許昌秀全経聯会長と（２０１４年１１月３０日）


